
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       日時   令和５年１１月１８日（土） 

１３：３０～１５：３０ 

 

       場所   鶴瀬公民館第三集会室 

 

       講師   日本 AALA連帯委員会  

国際部研究員 

第三回に引き続き松宮敏樹氏 

 

       参加者  ２３名 

 

 

 

 

    〇 前回（第三回）に引き続き加藤久美子担当理事の司会により講座が開始されました。 

                  

                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教養コース 国際社会学       定員 ５０名 

東アジア各国から学び、日本の未来・共生を考える 

第４回  アジアによみがえる共存共栄の思想 

       ASEAN（東南アジア諸国連合） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 以下の記述ならびに画像は配布資料、プレゼンテーション・スライドからの抜粋です。 

 

       主題：アジアによみがえる共存共栄の思想― 

ASEAN（東南アジア諸国連合） 

 

  アジアの中で、東南アジアは経済成長と平和の創出という二つの面から世界の注目を集めてい

る。その原動力になってきたのが ASEANだ。ASEANは世界にある地域機構のなかの「成功

例」と評価されていて、北欧の平和研究者から「ノーベル平和賞候補」に挙げられたこともあ

る。しかし、日本では正当に評価されることは少ない。ASEANは米国よりなのか、中国より

なのか、という見方で判断されがちだ。 

  しかし、ASEANは大国に従属しない自立した組織として米国、日本、中国などすべての国と

協力関係を結びたい、と考えている。その ASEANを一から知ってみよう。 

 

 

 

 

講 座 の 内 容 



 

 

 

 

 

 

  〇 参加国の多様性と共通性 

 

  宗教 ：イスラム教＝インドネシア、マレーシア、ブルネイ 

      仏教   ＝タイ、ミャンマー、カンボジア、ラオス、ベトナム、シンガポール 

      キリスト教＝フィリピン 

  文化 ：世界遺産、仏教文化、キリスト教文化、イスラム教文化 

公用語：英語（国内は多様） 

歴史  ：欧米の植民地、日本の侵略の共通性あり 

    英国の植民地  ＝シンガポール、マレーシア、ミャンマー 

     フランスの植民地＝ベトナム、カンボジア、ラオス（仏領インドシナ） 

    米国      ＝フィリピン 

    オランダ    ＝インドネシア 

    注）タイだけは独立をたもった 

    日本の侵略   ＝昭南島（シンガポール）、泰麺鉄道（タイ）、 

死の行進（フィリピン）、白骨街道（ミャンマー） 

労務者（インドネシア） 

        

＊各地には記録の石碑や施設が残され、記憶引くイベントも毎年行われる。 

 

 

 

その１：  ASEANにはどの国が参加しているか、その現状 



 

   〇 ASEAN １０か国全体の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

〇 経済状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

   〇 ASEANは戦乱への反省と克服の努力から生まれた 

 

   ASEANは１９６７年８月に創設されたが、当時はベトナム戦争のさなかで、SEATO（東南

アジア条約機構）という軍事同盟があった。SEATO には米国、フランス、英国、オースト

ラリアや米軍が基地を置くタイ、フィリピンが参加し、ベトナムなどと戦った。つまり、東

南アジアは分裂し、相争う関係だった。この背景には、かっての植民地宗主国からの独立を

めざす動きがあり、さらにソ連、中国、米国の冷戦構造があった。やがてベトナムが勝利し

て、１９７７年には SEATOも解散した。この過程で、タイ、マレーシアを中心に大国支配

による対立と戦乱を克服し、自立と平和をめざす地域協力機構をつくる動きが進んだ。中心

になったのがタイの外相、コーマン氏だった。 

 

コーマン氏は以下の様に回想している。 

「世界の経験からも弱い国はより強い国の支配に頼るよりも、近接諸国間の相互支援に頼る

ほうがいい。強国は弱小国の利益よりも自国の利益のために動くものだ」「もう一つの原則

は、我々の協力は非軍事的なものであるべきだ。軍事同盟をつくらせようという動きがあっ

たが、我々は抵抗した。賢明に正しく軍事的絡み合いを除外して経済面で協力するという決

意を貫いた」 

 

こうした経過を経て生まれたのが ASEAN だ。設立宣言（バンコク宣言、６７年８月）は、

「平等と協力の精神で」「繁栄と平和の共同体を目指すことを掲げ、この目的や原則にに賛

成する「すべての東南アジア諸国に門戸を開放する」とうたった。つまり、「敵」だったベ

トナムなどにも将来の加入を認めた。実際、９５年から９９年にかけてベトナム、ラオス、

ミャンマー、カンボジアの４か国が加盟し、東南アジアを網羅する１０か国の体制が完成し

た。 

 

  〇 ASEANの発展―東南アジア友好条約から東アジア首脳会議まで 

 

   ASEANは７６年に参加国の共通の基礎となる東南アジア友好協力条約（TAC）を締結。加

盟国が批准するだけでなく、ASEANが「対話国」とする東南アジア外の国にも条約加入を

求めた。２０２２年末までには、TAC加入国は５０か国・機構（EU）となった。米国、中

国、日本、インド、韓国、北朝鮮なども含まれる。 

 

   TACの内容が大事だ。 

① 全ての国の独立、主権、平等、領土保全及び主体性の相互尊重 

② 意見の相違または紛争を平和的手段で解決する 

③ 武力による威嚇又は武力の行使を放棄する 

   などを規定している。また、ASEANには「東南アジア非核地帯条約」がある。 

その２： 「平和の地域」めざす ASEANの努力と成果  



 

 

ASEANの成果を示す一つのデータがある。（前回第３回目に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

これはスエーデンのウブサラ大学の研究チームが世界の戦闘死者数のデータを地域別に

整理した結果をグラフ化したものだ。これをみると、東アジアの戦闘死者数は７０年代か

ら激減し、８０年以降は非常に少なくなっている。逆に、中東などでの死者数が増大して

いる。この要因のひとつに ASEANの役割が指摘されている。 

 

〇 会議を積み重ねる ASEAN 

 

ASEANは TACをもとに現在まで重層的な「対話の仕組み」を実現してきた。ASEAN内

部では毎年加盟国首脳が参加する ASEAN首脳会議を開催し、外相会議、防衛相会議など

各閣僚レベルから事務担当レベルまで頻繁に開く。対外的にも、東アジア首脳会議、

ASEAN地域フォーラムなどを毎年開催している。東アジア首脳会議には、ASEAN１０か

国の他、米国、中国、ロシア、日本、韓国、オーストラリア、インド、ニュージーランド

の８か国が参加している。 

 

ASEAN 首脳会議は大統領など首脳クラスが一堂に会する重要な会議だが、運営の責任を

もっているのはあくまでも ASEAN だ。これを ASEAN の「中心性」とよび、「運転席に

いるのは ASEANだ」と自負している。これだけの規模の首脳会議を毎年定期的に開催す

ることにも ASEANの現在の外交力が示されている。 

 

 

 

 

 

 



 

〇 大国との対応の事例研究・・・フィリピンの米軍基地問題 

 

フィリピンはもともと米国の植民地だった。独立後も日本のように巨大な米軍基地が存続

し、ASEANの中でも最後まで残った巨大米軍基地だった。（タイは７６年に米軍基地を撤

去した）現在のマルコス大統領の父であるマルコス大統領の独裁政権が８６年に国民運動

で打倒され、アキノ大統領誕生。新憲法で「自立外交」「戦争の放棄」「米軍基地の存続は

上院の３分の２以上の賛成が必要」と決めた。９１年に上院は過半数の反対で米軍基地存

続を拒否。米軍は撤退した。これで ASEAN から米軍の恒久基地はなくなった。その後、

米軍基地は民間転用されてフィリピン経済の起爆剤に。 

他方、中国が南シナ海でフィリピンの排他的経済水域（EEZ）に侵入するなど、中国・フ

ィリピン間で紛争が続発している。フィリピンは ASEANと一体で中国に国際法の順守を

求め、紛争の平和解決を目指している。２００２年には ASEANと中国で「南シナ海行動

宣言」を採択し、紛争の平和解決を確認した。それでも問題はかいけつせず、現在、拘束

力のある「南シナ海行動規範」の協議中だ。その間も、中国の現状変更の行動が続いてい

るため、フィリピンは米軍との関係を一定程度復活させてきた。だが、「米軍基地」や常

駐部隊はおかせず、米軍の一時駐留部隊がフィリピン軍基地に滞在し、施設を利用する範

囲に制限している。フィリピン軍基地から中国攻撃をさせない、とマルコス大統領は明言

している。ASEAN の原則をふまえながらの対応だ。軍事力に頼らない、戦争ではなく外

交をという努力が一貫している。 

 

 

      〇 膨大な資料を前にスクリーンと資料を見比べながらの参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  〇 米中対立の中で「平和の機構」という独自の役割をどう果たすか。その一つが「ASEAN

インド太平洋構想」、米中のいずれも排除しない、いずれも敵にしないインド太平洋構想

だ。中国を敵視する米国や日本のインド太平洋機構とは異なる独自性がある。 

 

  〇 南シナ海での領有権をめぐる争い―とりわけ中国との争いをどう対話と外交で解決して

いくか。 

 

  〇 ASEAN 内の民主主義や人権をめぐる問題―特にミャンマーの軍部によるクーデターと

国民抑圧をどう解決するか。各国内の問題にどう対応するか。 

     

戦争を回避し、紛争の外交的平和的解決を追求する ASEANの努力に注目したい。 

 

          〇 ASEAN と日本の軍事費の比較 

 

 

 

                                

その３： ASEANの課題 

これまでの成果をふまえて新たな努力が求められている 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料：  プレゼンテーションで使用されたスライド一覧 

 



 



報告 小原 裕 


